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ラボで使用するファイルのルール

Labで使用する資料,ファイルのディレクトリの作成ルールは、以下のとおりとし
ます. 絶対にまちがわないように注意してください

各自の演習ファイルの置き先:C:¥psoc_lab¥などのユニークな名前をつけたマ
スタディレクトリを作成します。(前の組が演習で作成した同名の
C:¥psoc_lab¥がある場合は削除してかまいません)

各ラボのファイル群はC:¥psoc_lab¥のサブディレクトリに作成してください。例 : 
ラボ名 hello_worldの場合は各自で作成するものはファイル・ディレクトリ
C:¥psoc_lab¥hello_world となります

解答例となる”完成プロジェクト”は、デスクトップのpsoc_lab_master(または
psoc_lab_master201X)というディレクトリにあります。ない場合にはWEBのサ
ポートURLからダウンロードしてデスクトップに置いてください.

使用ツール中では、テキスト中の”¥”文字は、“バックスラッシュ”になります

空白を含む日本語文字(2ByteCode)、半角カタカナ、は使用しないでください。

半角英数文字(1ByteCode)を使用してください。空白を使用したい場合は半角
記号の_(アンダースコア、アンダーバー)を使ってください。
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よくあるプロジェクト階層の失敗例
以前作成したプロジェクトの下の階層に誤って新規プロジェ
クトを作成することがあります。この場合、ファイルシステ
ムが Corrupt して、ビルドシステムがエラーを起こします。

正しく生成されたプロジェクトを開くファイルは、第2階層
にあるアイコン付のhello_world.app です。このアイコンフ
ァイルが第3階層以下に作られている場合はプロジェクトの
作成誤りです。C:¥psoc_lab/hello_world/のディレクトリにあ
ることを確認してください。

システムは第3

階層にも同名の

hello_world

ディレクトリを

自動生成します

から注意してください
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プロジェクト階層のチェックと直し方

プロジェクト名が、hello_woldの場合、psoc_labのマスターディレクト
リのあとに何階層にもhello_woldサブディレクトリが生成されます。ア
イコン付のhello_world.appが第2階層にない場合は、PSoC_Designerに
戻って、プロジェクト自体を削除して、できれば別名(hello_wold2など)
で、第2階層に新しいサブディレクトリができていることを確認して進
めてください。別名(hello_wold2など)を使うことにより問題の発見が容
易になります。

参考までに、

第3階層には、

hellow_world.cmx

という別の

アイコンファイル

が生成されますので

問題解決のヒント

にしてください。
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ラボ

LCDに文字を表示させます. 処理フローの演習
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ラボ hello_world手順
1.PSoC Designer を起動してProjectを作成します.

2.User Moduleから”LCD”を選択して配置します.このときモジュール名は自動的に
インスタンス番号が追加された名前で登録されます.1個目の場合はLCD_1、 2個目
の場合はLCD_2、と自動的に番号が追加されます。この名前は変更できます.

この選択モジュール名とmain.cソース内で使用するモジュール名が一致しないとエ
ラーになりますから注意してください.またPDFからソースをコピペした場合、見えない
コードが付加される場合がありますから注意してください。

3.LCDのパラメータを設定してPSoCのGPIOのPort2に割り当てます.

4.main.cにソースを記載します.

LCD_Start(); 文は自動インスタンス番号追加により、モジュール名はLCD_1 にな
になりますからLCD_1_Start() と書いてください.

API関数も同様にLCD_1_PrCString(); となります. ()内は引数になります。

()内に記述された文字列が表示されます。各自好きな文字列を表示させてください.

5.Generate Configurationを実行します

6.PSoC Programmerで書き込みして動作を確認します.

解説 :PSoC Designer では同じ機能のユーザーモジュールを複数使用するため識
別のための番号が自動的に追加されます。



MIKAMI CONSULTING 2018 7Renji_Mikam(at_mark)nifty.com

新規プロジェクトの作成(旧版ソフトウェアの場合)

1. File > New Project をクリック

2. Chip-level Project を選択

3. Name を入力
例： hello_woeld

4. Location を選択
例： C:¥psoc_lab¥hello_world

5. OK をクリック

1

2

3
4

5
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使用するPSoC、言語の選択(旧版ソフトウェアの場合)

1. View Catalog をクリック

2. CY8C27443-24PXI を選択

3. Select をクリック

4. C を選択

5. OK をクリック

1

2

3

4

5
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クローンの作製（参考-オプション）
クローン化に関しては、Lab2_pwm_lcd を参照してください

既存のプロジェクトをコピーして使用する場合には、クローン作製をします
コピー元のプロジェクトの場所をBrouseするとコピーが作成されます。

使用デバイスを変更する場合などに使います。

3.決まったらOKをクリック

1.使用するデバイスを選ぶ。
View Catalogで一覧表が出る

2.設計に使用する言語にCを選ぶ
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New Project: hello_worldの作成

2.Chip-level Project をハイライト

3.プロジェクトの名前(hello_world)を入力

4a.プロジェクトを保存するディレクトリ
(c:¥psoc_lab¥hello_world)指定する。

6.決まったら
OKをクリック

4b.場所を選ぶときは
右の…をクリック。

1.File > New Projectを
クリック

5.デバイス
CY8C27443-24PXIを確認
(変更はVマークかDevice 

Catalogをクリック)

(新版ソフトウェアの場合)
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PSoC Designerの各ウインドウの開き方

• 必要なウインドウを開くた
めには、View タブをクリッ
クして選択する.以下がよく
使うもの。Workspace 
Explorerはいつも開いてお
くとよい。

• Workspace Eｘplorer
• Output Window
• Chip Editor
• User Module Catalog
• Global Resource
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ウインドウの場所を自由に変更してみる

• 1.ためしにWorkspace Explorer をク
リックしたままで、画面の右端とか左
端まで動かしてみる.

• 任意の場所でクリックを離すとその場
所にウインドウが開く(フロ－ティング)

１

• 2.上の十文字や方向タブの場所でクリックを
離すとPSoC Designerにドックした状態でウ
インドウが固定される.ちょっとやってみよう

2
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Chip Editor (回路図)の使い方

• Alt + ドラッグで移動

• Ctrl + クリックで拡大

• Ctrl + Shift + クリックで縮小

• 回路図上で右クリック

Show Allowed Connections
で配線候補を可視化

LCDだけの場合はハードウェア・リ
ソースを使用しませんから回路図上
にモジュールや配線はありません

移動 Alt+ドラッグ

拡大 Ctrl+クリック
Ctrl+ドラッグ

縮小 Ctrl+shift+クリック
Ctrl+shift+ドラッグ
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ズームとパンモード切替

• 拡大、縮小アイコンでChip Editorをズー
ムできます。任意の場所を拡大するには
、Ctrlキーを押しながらマウスで拡大部
分指定します。

• 手のアイコンは、矢印カーソルを出して
配線を行うモードと画面を移動するパン
モードを切り替えます。

• 手のマークのカーソルが出ているパンモ
ードでは、画面の移動ができますが配線
はできません。

• 矢印のカーソルが出ているときには、配
線ができますが、画面は固定されます。

• 移動とズームをためしてみてください Chip Editor ウインドウ
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User Module CatalogからLCDを選ぶ
• ユーザーモジュールカタログのウインドウを開き

Misc Digital グループの下のLCDをハイライト.
• 右クリックでDatasheet を開くことができる.また

Place を選ぶかLCDをダブルクリック選択.自動
的にLCD_1とリネームされます.

• Workspace Explorer のLCD_1をハイライトす
るとProperties ウインドウにLCD_1のパラメータ
が表示されるのでPort_2を選択

LCD_1

LCD_1

通常のユーザーモジュールの場合,内部のハードウェア・リソースが
割り当てられるが,LCDの場合はAPI(デバイス･ドライバ)だけのため

内部のハードウェア･リソースは消費されません
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• Workspsce ExploreからLCD_1をクリックしてハイ
ライト表示させ、続いて右クリックで、Datasheet、さ
らにShow in Separate Windowsを選択すると
Character LCD Datasheet が開きます。

• Datasheet - LCD ウインドウを大きく開いてください
LCD User Module で使えるAPI関数とサンプルソ
ースコードを見ることができます。

LCDに使えるAPI関数を調べてみる
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main.c ソース式にAPI関数で記述

void main()

{

LCD_1_Start();

LCD_1_Position(0,0);

LCD_1_PrCString("Hello World");

}

右の記述を追加して
LCDに”Hello PSoC!”
と表示させる
Position(0,0)の意味は
LCD表示開始位置
最初の0: 1行目(1なら2行目)

次の0: 1文字目(5なら6文字目)

Datasheet ウインドウで
API関数を確認してみよう
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1.Build > Generate Configuration の実行

2.Build > Compile の実行

3.Build > Build の実行

必ず順番どおりに作業をすすめること

エラーが出たらその時点でデバッグする

コンパイル・エラーは、Output Window の ! Wマーク

の行をクリックするとエラーの原因付近を表示するので、ソースコードをデバッグ

書き込みデータの作成

Output ウインドウが引っ込んでいる場合はクリックすると出てきます。
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自動的にソースコードのエラーの原因付近を表示、ソースをデバッグ

このケースでは、PrCStringの大文字 P を小文字 p とタイプミス

デバッグ !W マークのある行を上から順にクリックする
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レバー①を上に立てソケットを開きデバイス27443を実装②し,レ
バーを倒してデバイスを中央でしっかり固定してください.

続いてMIniProgを③ピン位置がずれないようにさしこんでください.

基板の準備

1

2

3
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• をクリックすると書き込み開始

• Actions を読んで状況を確認

• をクリックすると

MINIProgを通じて電源を供給
• LCDにHello PSoC!と表示されていれ
ば完成です.

書き込み • Program > Program Part をクリック
PSoC Designer から
Program > Program Part 
をクリックすると、PSoC
Programmer が自動的に
起動し 作成されたhex
ファイルがロードされる。

Programmer が2つ以上起動しているとエラーが発生しますので、その場合は、すべての

Programmerを終了して再度PSoC DesignerからProgram タブで起動してください。
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追補ページ(参考/オプション)：
PSoC Programmer の単独起動について
• PSoC Programmer を単独起動し、HEXファイルをロードして書き込む
方法(Widows10) :すべてのアプリ＞Cypress＞PSoC Programmer

• HEXファイルは、¥output サブディレクトリの下にあります
• 例 C:¥PSoC_Lab¥hello_world¥rld¥hello_world
¥output¥hello_world.hex
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レバー①を上に立てソケットを開きデバイス27443を実装②し,レ
バーを倒してデバイスを中央でしっかり固定してください.

続いてMIniProgを③ピン位置がずれないようにさしこんでください.

追補ページ(参考/オプション)：基板の準備

1

2

3
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追補ページ：Windows7の場合
• スタート>すべてのプログラム> Cypress>PSoC 

Programming>PSoC Programmer をクリック(win7の場合)

PSoC Designer から
PSoC Programmerを起動すると
、

Designer で開かれているプロジェ
クトの

hexファイルが自動でロードされる

• 左の画面が現れます
MiniProgが認識されない
場合は,Part Selectionウ
インドウに表示されている
番号表示のある
MiniProg1をクリックして選
択してください
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追補ページ:Programmerの設定の確認
Programming Mode: PowerCycle を選択
AutoDetection: On を選択
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追補ページ:
hello_world.hexファイルのロード

File > Load をクリック

…¥output¥helo_world.hex

を開く



MIKAMI CONSULTING 2018 27Renji_Mikam(at_mark)nifty.com

追補ページ:hexファイルの書き込み/動作しない場合
• MINIProgのファームウェアが古い場合、Utilities > UpgradeFirmware でアップデートします.
• MiniProgを認識しない場合にはUSBポートから引き抜いてもう一度挿しなおして再認識させて
ください. (認識には時間がかかりますから少し待ってください)

• デバイスは、一度書き込めばUSB電源をONにするだけで動作します。毎回プログラムする必
要はありません。基板は、DCアダプタ、006P 9V電池でも動作します。

書き込みは

ここをクリック
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Memo

フォローアップURL (Revised)

http://mikami.a.la9.jp/meiji/MEIJI.htm

担当講師

三上廉司(みかみれんじ) 

Renji_Mikami(at_mark)nifty.com (Default - Recommended)

mikami(at_mark)meiji.ac.jp (Alternative)

http://mikami.a.la9.jp/_edu.htm


